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　　　To　find　out　a　method　to　select　important　monographs　and　textbooks　in　library　and　informa－

tion　science　from　current　publications，　1，771　book　reviews　for　1，183　books　（about　1．5　reviews

per　book），　appeared　in　12　periodicals　for　the　years　of　1978，　1979，　and　1980，　were　examined．

　　　The　periodicals　used　for　this　study　were；ノburnal　6ゾthe・4mericαn　Society！br　Znformαtion

Sciθncθ，ノb％7nal　6ゾDoca〃z8ntalion，　lnfo7〃zalioηP70cessi％9　a％d　Manag9〃ze　nt，ノ13〃ゐP70ceedings，

SPeciαI　Liろraries，ノ∂urnα1（ゾ働γα7ッAuto〃Zαtion，　Bulletin　6ゾthe　1醍醐α1　L伽αη．Association，

Co11θ9θαnd．Reseαrch　Liろraries，　Librαry　Quαrteめ，，　Librαryノ∂urnα1，　Librαr）・、4ssociation．Record，

and　Unesco　Journal　of　lnfornzation　Science，　Librarianship，　and　Archives　Adminislration．　Some

of　these　titles　were　selected　by　the　citation　counting　method　applied　to　Amzual　Review　of　ln－

formation　Science　and　Technology　and　Advances　in　LibrarianslziP．　Others　were　selected　by　the

same　method　applied　to　the　top－ranking　journals　obtained　in　this　primary　selection．

　　　All　the　book　reviews　in　these　periodicals　for　the　period　were　examined，　recorded，　and　classified

into　13　ranks，　such　as　1，　1十，　一2，　2，　2十，　…　，　一一5，　5．　Here，　1　denotes　“a　very　poor　book，　you

should　not　buy．”；2　denotes　“a　book　you　better　not　buy”；3　is　for　“a　book　that　was　neither

good　nor　bad”；4is　for“better　buy”；5is　for“rnust　buy”；十〇r－attached　to　them　indicates　a

slant　toward　either　better　or　poorer　respectively．

　　　A　list　of　48　books，　that　were　reviewed　more　than　4　times，　was　compiled．　This　includes　a

book　by　F．　W．　Lancaster　that　was　reviewed　in　9　different　periodicals．　The　book　was　followed

by　another　book　of　same　author　and　a　book　written　by　M．　S．　Martin．　Both　of　them　had　been

reviewed　7　times．　Then，　there　were　four　titles　with　6　reviews，　11　with　5　reviews，　and　30　with

4　reviews．
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最近の英米の図書館・情報学関係主要図書の書評による調査

　　While，　the　average　points　of　all　1，183　books　was　2．32，　that　of　these　48　books　was　2．68．

That　is　slightly　better　than　the　average．　However，　19　of　them　had　lower　points　than　this　average．

　　Another　additional　list　of　19　titles，　that　were　reviewed　3　times　and　received　higher　than

4．00　point，　was　also　compiled．

　　Almost　all　of　these　67　titles　were　listed　in　more　than　one　of　the　following　three　selec－

tive　lists　of　books　and　book　reviews．　They　were，　1）　“the　Librarian’s　Bookshelf”　of　lhe　Bowker

Annual　of　Library　and　Book　Trade　lnfornzation；2）　American　Reference　Booles　Annual；and

3）　“the　JAL　guide　to　New　Books　and　Book　Reviews”　of　／oumal　of　Academic　Librarianship．

　　The　present　study　found　out　that　there　were　books　that　drew　special　attention　of　many

people　and　were　reviewed　in　many　periodicals　in　the　profession．　However，　all　of　these　titles

were　not　necessarily　given　favorable　reviews．　The　works　published　many　times　as　revised

editions　were　also　not　necessarily　given　favorable　reviews．　But　both，　publishers　and　authors

were　found　to　be　some　reliable　clue　in　judging　the　quality　of　books．
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図書館・情報学における主要図書の調査

調査の目的と方法

調査結果とその検討
ひヒ　　　　…？A
ホ百　　　tima

1．図書館・情報学における主要図書の調査

　一般に，図書館員は自己のサービス対象諸分野の文献

については，熱心にこれを学ぼうとするが，自分自身の

専門分野である図書館・情報学分野の文献については，

無関心に近いといわれている。しかし現在のように，こ

の分野においても数多くの図書が出版され，現行の雑誌

の数も，最近のUlrichのDirectoryに600以上も収録

されているような情況下にあっては，いつまでも今まで

のような無関心でいるわけにはいかず，より組織的にこ

れらの文献を調査しておく必要が出てきた。

　事実，過去10年の間に，図書館情報学の文献につい

ての調査研究がふえてきている。しかし，これらの多く

は雑誌や索引誌・抄録誌などの2次資料に対しておこな

われたものである。

　津田ら1）は1979年に図書館・情報学分野の主要雑誌12

誌の論文にリストされている引用文献の分析をおこなっ

たが，その際，この分野の雑誌の引用文献は，90％以上

も他の雑誌論文または報告書類に依存している医学など

の自然科学型のパターーソとは異なり，雑誌により違いは

あるが，11．5％から39．7％におよぶ高率で図書に依存し

ていることが明らかにされた。すなわち，図書館情報

学においては，まだ多くの研究が，図書の形態でも発表

されているのである。そして，このことはこの分野にお

ける図書の調査も，雑誌の調査と同様に重要であること

を意味している。

　ところが，図書館・情報学分野の図書に関する調査・研

究は非常に少なく，わずかに，Bowker・Annualの“The

Librarian’s　Bookshelf”であるとか，　J．　Belzerらによ

る情報科学で使用されている教科書のリスト，2）・3）K．L，

HsuとV・P・Diodatoが調査した，米国における図書

館情報学教育で使用されている教科書のリスト，4）津田

の日本における同様の調査，5）J．BelzerとK．　Robertson

が選択した情報科学の歴史的発展の中で影響を与えた主

要な図書のリスト6）などの選択図書リストといったもの

があるのみである。

　最近では，G・S・Bobinski7）による1851年から1969年

までの間に出版された古典または準古典に属する図書館

学の分野の単行書，教科書，参考書類のリスト編纂があ

る。彼はこのリストのための選択に次のような条件を設

けた。

　①長年の間に有用であることが証明され，実際上又は

　　理論上で図書館活動に影響を与えた基本の図書。

　②広く認められ，絶えず使用されてきた，教科書やレ

　　ファレソス図書のような，この分野でのトゥールと

　　も呼べる基本図書の類。

一一@2　一一一



Library　and　lnformation　Science　No．　19　1981

　③現在ではあまり読まれず，また内容的にも現状に適

　　さなくなっているかも知れないが，今振り返ってみ

　　て，重要であり，影響の大きかった歴史的にも注目

　　に値する図書類。

　④広く使用されていないし，この分野に実際的な影響

　　は与えないかも知れないが，学術的にすぐれた仕事

　　として，図書館活動に新しい知識を加え，その理解

　　を助けるのに貢献するような図書類。

　⑤図書館活動に対し，明白で，通常ただちに影響を与

　　えるような報告書，調査書，または規準などの類。

この他に，さらに三つの条件を追加している。それら

は，①雑誌論文でも図書館・情報学の発展に対して強い

影響力を持ったものも存在するが，ここでは図書，単行

書のみに対象をしぼる。すなわち，図書の中の1章のよ

うなものは選択の対象に入れない。②1969年までの出

版物のみを対象とする。③米国の図書館員によって書か

れ，かつ米国で出版されたもののみとする。

　これらの条件に中った図書類を選択するために，Col－

lege　and　Research　Libraries　（CRL），　Library　Joutrnal

（LJ），　Library　Quaγterly（LQ）などに載った書評と，・4－

merican　Reference・Books　Annual（ARBA）の‘‘Li－

brary　Science”の部分，およびJournal　of／Academic

Librarianship（JAL）の書評，または“JALの新しい図

書と書評のガイド”などを基礎にし，その他，図書館や

目録作業などの歴史に関する図書類を参考にした上，さ

らに60名の引退した著名な図書館員達に依頼し，そのう

ちの24名が考えた重要図書のリスト類を検討して，その

結果51冊からなる図書のリストを作成した。

　しかし，この調査は，上に述べた条件にかなう基本図

書として，すでに地位の確立している図書を選ぶための

ものであり，そのためには出版されてから10年以上の歳

月のたったものという考えに基づいていた。それで10年

たったぽかりの1960年代末の図書に対しては，仮に選ん

だものという態度でこれをとりあつかっている。

　ところで，われわれの日常活動においては，現在出版

されている数多くの図書の中から，読むに値する図書を

時間をかけても選ぶことが必要なのである。ここでわれ

われが取上げた課題は，出版後10年以上たった図書でな

く，最近数年間に出版された図書のうちから，後になっ

てBobinskiのリストのようなものに選ばれる可能性の

多いすぐれた図書を，どうしたら選べるかという可能性

を検討することである。

II．調査の目的と方法

　この調査の目的は，すでに述べたとおり，過去数年間

に出版された図書館情報学分野の図書類のうちから，

後に基本図書もしぐは主要図書となりえそうな図書を選

択する方法を検討し，その方法に従って選ばれた図書の

リストを作成することである。

　そこで次のいくつかの仮説を設定した。

　（1）特に注目を集めている図書，すなわち主要なものと

なりうる可能性の大きい図書は，多数の主要専門雑誌に

おいて書評として取り上げられているであろう。

　（2）そのような図書に対する書評の評価は一般的にいっ

　　て高いであろう。すなわち，注目を集めている図書

　　は，この調査でいう主要図書としての条件を満たし

　　うるものであろう。

　（3）評判のよい出版社は質の高い図書を比較的多く出版

　　するため，書評の集中する図書には一定の出版社の

　　ものが多いであろう。

　（4）西漸も版次を重ねているような図書は，多く利用さ

　　れている洗練された図書と考えられるので，書評で

　　の評価は高いであろう。

　（5）図書の出版にも，書評としての選択にも，最近の図

　　書館・情報学分野の動向が反映されているに違いな

　　いから，コンピュ　・一匹の利用，ネヅトワーク，図書

　　以外のメディア等の新しい主題に関する図書がより

　　多くなってきているであろう。

調査方法は，図書館・情報学分野の主要雑誌12誌に載っ

た書評を記録し，その収録回数の多い図書のリストを作

成し，それを上記の仮説に基づいて検討する。その上で

そのリストをBowker　Annualの“The　Librarian’s

Bookshelf，”Ame・rican　Refeience　BooんAnnualの

“Library　Science”の項のリスト，　Jouγnal　of∠4cade－

mic　Librarianshipの“JALの新しい図書と書評のガイ

ド”などの選択図書のリスト類と比較して，この12誌の

書評から作成したリストの主要図書リストとしての妥当

性を検討する方法を採用した。

　書評調査に使用した図書館・情報学雑誌は，津田らの

雑誌の調査で使用された雑誌を参考にして次の12誌とし

た。すなわち，

Journal　of　the　American　Society　for　Znformation

Science（ノ：ASIS），ノ’ournal　of　1）ocumentation（ノD），　iπ・

formation　Processing　（S｝　Management　（IP　＆　M），　Aslib

Proceedings　（Aslib），　SPecial　Libraries　（SL），　Joupt一
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nal　of　Library　Automation　（JLA），　Bulletin　of　the

Medical　Library　Association　（BMLA），　College　and

Research　Libraries　（CRL），　Library　Quarterly　（LQ），

Lib　ra　ry／burnal（Ll），　LibPtary　Association　ReCO　rd

（LAR），　Unesco　Journal　of　lnformation　Science，　Li－

bra・rianship，　and・Archives　A伽inistration（UNESCO　1）

である。

　津田らの雑誌の調査ではAnnual　Review　of　lnfor－

mation　Science　and　Teclznologyおよびノ14勿π0θS　in

Librarianshipの両レビュー誌の引用文献を調べ，引用

頻度の高い雑誌からそれぞれの基礎研究論文の多いもの

と，現場での活動に関する論文の多いものと，その中間

のものとして，情報学分野では14SIS，11P＆．M，　JL’Aの

3誌を選び，図書館学ではしQ，　LJ，　CRLの3誌を選ん

でいる。そしてそれら6誌の論文での引用文献調査で引

用頻度の高かった雑誌6誌，すなわちノD，Aslib，　Sしの

ほかセこLib　ri，とLibrary　Resources　and　Technical

Services，とLibrary　T・rendsを加えたものが使用された

が，本調査では最後の3誌のかわりにBMLA，　LAR，

U2VESCOノの3誌を加えた。

　これらの雑誌の1978年，1979年，1980年の3年分の各

号に載ったすべての書評をカードに取り，書評の対象と

なった図書の書誌的事項と共に，書評の評価内容の良否

を13段階にランクづけしたものを，その書評を載せた雑

誌の誌名，三号，出版年，頁などを示した。ランクづ

けは，はじめ，①絶対に買うべきでない，②買わないほ

うがよい，③どちらとも言えない，④買う方がよい，⑤

是非買うべきである，の5段階に定めようと試みたが，

書評での実際の表現は，それほど単純ではなく，結局，

①一：①ではあるがそれよりも少しは良い点がある。一②：

②だがそれより少し悪い点がある。②一：②だがそれよ

り少し良い点がある。一③：③だがそれより少し悪い点

がある。③一：③だがそれより少し良い点がある。一④：

④だがそれより少し悪い点がある。④一：④ではあるが

それより少し良い点がある。一⑤；⑤だがそれより少し

悪い点がある，の8段階を加えて，全部で13のランクに

改めた。

III．調査結果とその検討

　1978年から1980年までの3年間に，前記の12誌に紹介

された書評の総数は第1表のとおりである。

　総書評件i数1，771件，書評された図書の総冊数：1，183冊

で，1冊当り1．5件の書評がなされていた。すなわち，

2誌以上から書評された図書は，書評された図書の中で

も平均以上に注目を集めた図書であるといえる。また，

書評件数，書評された冊数共にこの3年間にあまり大き

な変化はなく，重複書評件数がわずかながら下降傾向を

第1表本調査における12誌の書評総数，図書総数

　　　　重複書評件数，平均書評件数

調査年

1978

1979

1980

1978tv
　1980

書評総数

629件

572件

570件

1，771件

書評された

図書総数

458冊

438冊

442冊

1，183冊

重　複

書評件数

171件

134件

127件

588件

図書1冊に
対する平均
書評件数

1．37件

1．30件

1．28件

1．50件

第2表　12誌に書評された図書の出版年

調査年

1978

1979

1980

1978t－

　1980

書評された図書の出版年
1980

111冊
（2　5．　1　90）

111冊
（9．　4　90）

1979

　98冊
（2　2．　4　90）

227冊
（5　1．　4　90）

289冊
（2　4．　4　90）

1978

101冊
（2　2．　1　90）

226冊
（5　1．　6　90）

　76冊
（1　7．　2　90）

350冊
（2　9．　6　90）

1977

257冊
（56．190）

　93冊
（21．290）

　9冊
（2．　0　90）

315冊
（2　6．　6　90）

1976

　92冊
（2　0．　1　90）

19冊
（4．　3　90）

　4冊
（O．　9　90）

112冊
（9．　5　90）

1975

　7冊
（1．590）

　2冊
（O．　5　90）

　9冊
（O．　8　90）

1974

　1冊
（O．　2　90）

　1冊
（O．　1　90）

不　明

15冊
（3．　4　90）

15冊
（1．　3　90）

計

458冊

438冊

442冊

1，183冊

注）　（）内はそれぞれの年度内での百分率

一一一一@4



Library　and　lnformation　Science　No．　19　1981

示しているのは，限られた書評のための枠の中で，より

多くの異った図書を書評しようとする傾向を示している

ともいえよう。なお，3年分をまとめた場合に，当然の

ことながら各年度内の重複のほかに，2年もしくは3年

にまたがる重複を生じ，1冊当りの平均書評件数も各年

約1．3から，1．5と増加を示している。なお，書評された

図書の出版年の散らばりは第2表のとおりである。

　単年度の場合は，各年度共にその調査年を含めて過去

3年間に出版された図書の合計が約95％となっている。

したがって実情を把握するためには，過去にさかのぼっ

て3年間の調査をおこなう必要がある。

　図書の質的な面からの選択には，書評が役立つとする

考え方の基盤は，書評による質の評価の3段階の過程に

ある。まず書評に取り上げる時には他の多くの図書の中

から，その専門雑誌の読者が興味を持つであろうと思わ

れるもの，または，その分野にとって有益であると考え

られるものが選ばれるはずである。次にそのようにして

選ばれた図書が，さらに書評を書く人によって評価され

る。そして最後に，すぐれた図書または，多くの人達が

興味を持つ図書は多くの専門雑誌によって書評としてと

りあげられることになる。

　ここで第1段階の問題として，ある期間に出版される

図書のうちどの位の図書がこの調査で選ばれた12誌によ

って書評されているかということの大体の傾向を把握す

るために，1978年から1980年までの3年分のCumulative

Book　lndex（CB1）の中で，図書館・情報学に関するいく

つかの件名標目のもとにリストされている図書と，調査

のために取り出された書評の図書とを比較し，その結果

第3表の如き結果を得た。

　CB1で使用されているすべての件名の中から，図書

館・情報学に関係のあるものすべてを選び出すというこ

とは不可能に近く，かつ仮にそれができたとしても，わ

ずかに関連のある件名のもとに収録されている図書の中

から，図書館情報学分野の図書を選び分けることはむ

ずかしいので，“Library　Science，”“Libraries，”“In・

formation　Science，”　“Information　Storage　and　Re－

trieva1”の如く明白で代表的な図書館・情報学関係の件

名を8つ選んで，それらの件名のもとに収録された図書

の数と，本調査で見出された書評された図書で，それら

の件名のもとにも収録されていた図書の数との比較をお

こなった。

　結果が示すとおり，書評された図書は平均して，各

件名下の総図書数の半数以上であった。もちろん，CBI

の同じ件名のもとに副件名ごと，また著者名と書名のよ

うに重複して収録されている図書は，何回収録されてい

ようと重複を無視して1冊のみとして数えた。この結果

から，出版された図書のすべてが書評の対象となるわけ

ではなく，なんらかの選択がおこなわれていることが明

らかになった。

　調査の結果見出された1，771件（1，183冊）の図書の書評

を雑誌別，年度別，および書評ランク別に見ると第4表に

示す結果となった。なお，UIVESCO　Journal　Of　lnfor－

mation　Science，　Librarianship，　and　Archives　Admini－

strationのように調査期間中にσ：NESCO　Bulletin　for

第3表　図書館・情報学専門誌12誌のいずれかに書評の載った図書の

　　　　Cumulative　Book　lndex（CBI）における収録率

CB1の図書館・情報学の主要件名の中から選択した件名

Information　Science

Information　Service

Information　Storage　and　Retrieval　Systems

Libraries

Libraries，　Special

Libraries，　University　and　College

Library　Planning

Library　Science

合 計

書評されたその件名の図書／その件名のもとに
収録されている図書の数

1978

3／8

2／8

4／17

12／31

1／3

5／11

1／1

5／13

1979

5／11

5／17

3／14

15／35

0／1

7／12

1／1

8／15

1980

4／11

2／10

4／24

18／40

2／5

4／6

2／2

6／18

1978－
　1980
12／30

9／35

11／55

45／106

3／9

16／29

4／4

19／46

87／194

90

40．　0

25．7

20．　0

42．　5

33．　3

55．　2

100．0

41．　3

44．　8

一5　一



最近の英米の図書館・情報学関係主要図書の書評による調査

細
霞

1卜

邦

翻皿

Q
展

展
三

寸

曽映

1卜

（｛i）t

智映

＠

＠

1

＠

＠

＠

（｛li｝’

（｛i｝’

＠

1
（｛ili）

（（ii｝’

（6il）

1

0

0

o－co
oや
oo
赴
。
鉾
。
黛
oo
赴

e僧
R葛
鳶
。
僧
Ch
黛
oo
赴
。
鉾

a炉
co
赴
。
鉾
ct
や
oo
鳶
。
僧
。
赴
oo
黛
。
僧
。
や
oo
炉
。
鉾
。
炉
oo
赴

e－co
a黛
oo
黛
。
碧

a赴
co
赴
。
鉾
e＞
や
oo
炉
。
鉾

a丁
年

oco
a．一一　：

o卜
。
，一．Nl

co
卜

a一

Z8
00　o
卜・F→

〇
一

一

1

寸

o
l

o
o
l

o
◎う

l

o
め

刷

一

一

ゆ

1

－

ca

l

州

0
1

0
0

o
o
1

0
0

O
C
l

o
o

寸

o

co

一
一

N

o

寸

，，一．1

o

o

o

o

o

寸
．ptl

卜
一

，一．l

co

Aコ
en

〈

N
N
ou

o
o
o
o
－

co

寸

寸

oo

o
o
一

一

州

り

o
c噸

ca

o
o
－

o
o
o
o
一
。り

o
o
－

o
o
o
o
T．，一t

o

o

O

寸

。
一

ri

oo

ゆ

一

O

寸

祠

。

祠

卜

N．一一i

oo
c澗

pt
寸

te　（l

ca
三

一

Nゆ
寸
寸
一
〇

一

ト

ト
ー
。
寸
。蘭

。り

矧
ト
ゆ

oN寸
一

一
〇u

一
ト

N
N
ト
ー
ゆ
一
〇

N
ト

リ

ー

寸

。噸

o
o
co

ゆ

。
◎り

一

一

o
o
o
o
寸

o

ooo

寸
一

pt
寸

oou
i”’t

pt
ou

o寸

N可

一
r”’i

N

ct
一

ゆ

。

寸

ou
り
一

oo
寸
ri

oo
一
一

co
ou
寸

o

O
ou
．・・一・1

寸

o
o
o
，一nyI

o
co

oo

o
o
一

〇

〇

〇

一

ec

o
ゆ
。り

〇

一

〇

一

〇

〇

〇

co

o
－

o
o
o
o
o
o
O
o

り
一

o

〇
一

ゆ
一

ri

oり

oo

一

一

oo

ri

o

o

卜

寸
。り

oo
””’t

oゆ

薯

N

o
ゆ
cyrJ

o
o
o
O
o
oo

N
N
◎り

N
－

ou

Qり

〇

一

〇

一

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

一

co

o
一

〇

〇

o
o
o
o
ri

o

co

o

co

pt

め

寸

一

o

o

寸

胴

o

ri

at

co
一

。ミ

ー

寸
co

の
お

く

h

c畑

ゆ
。り

一

一

co

寸

。

リ

ト

ou
－
〇
一

N
o
一

co

－

N
層

。

ゆ

一

〇

〇

〇

N
一
◎り

一

寸
。り

o
o
o
o
o
o
o
o

o，一p・1

ゆ

〇
一

oN

co

一
一

ゆ
一

一

○り

oo

o
N
－

o
o
o
o
O
N
ゆ

N
N
寸

o
o
－

〇

一

一

一

一

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

CつO
o
O
OIO
o

o

め
oo

oo
ou

ゆ
co

oo

o

A

h

O
O
一

co

O

ou

ct

寸

N

oo

o

o

o

o

o

一

一
T’一1

め

oo

寸
ou

ti

h

oo

o
寸

ca

一
◎り

NNco
－
co
一
寸
ou
－
co
co
co
一
一
〇

り

〇
一
ct

o
o
oo

co
一
ゆ

一

co

ou

ri

o
N
寸

卜

。り

一

一

〇

〇

〇

〇

o
o

oo
一

卜

oo
め

oo
ct

◎り

N

寸
◎り

ooo

a

co

co
ri

ゆ

o

o

ゆ
。
囲

り
oo

薗
。
，一，一1

oo

aN

t（1

〇
一
一幽

一
卜
一
ゆ

o
寸

ゆ
一
〇
一
寸
ou
め

Noo
一
ゆ
寸
〇
一
〇

一
一
〇
一
〇

〇
一
〇
寸
め
一
寸
一
◎り

ゆ

ト

ー

一

〇

一

寸

ou

寸

目

N
o
o
O
co

寸

Qら

oo
Qり

め
州

a寸

oo
oo

ooo

oc澗

ゆ
ト

mPl

ou

ト

卜

o

〇
一

co
oり

一

oo

oco
，一一1

Nooo

h

ゆ
寸
ou

o一
一

〇

冒

D
ト
ー
寸

N寸
c町

寸
寸
ゆ
寸

N一
卜
寸．

一
〇

co
c畑

一

o
o一
ゆ
一
め

◎り

寸

N
o
o
o
o
ca

一

c噸

o
o
－

o
o
寸

o

at
Oり

ゆ

o寸

co
－v．“一t

co
co

oou

．一一i

co

N一

ou

oo
ri

oう

一

寸

o卜

り
ou
一

．一一l

co
r”一1

co
oo
oo

ev

ou

co

－

o
o
N
co

一

一

N一
◎り

co

－

〇

一

一

一

一

一

ou

－

o
o
O
o
o
o
肖

o
o
o
o
－

o
o
o
o
o
o

一
目

N

ゆ

σり

ou

ou

co

寸

o

O

一

，一“1

o

o

一
〇u

め
一

り
一

ou
ゆ

の

o
o
o
o
o
，一，．・1

o
ou

一

c向

一
◎り

一

〇

〇

一
◎り

o
o
o
o
o
o
o
o
o
o
o
o
o
o
o
o
o
o
o
o
o
o

o

一

co

o

ot

寸

o

o

O

o

o

o

o

寸

o

ゆ

ゆ
T””，1

hOoの
p

oゆ
寸雲
ct
ゆ

o－
or

寸
ou
卜
〇
一
〇

N二
お
岩
曽

g－
oo
ゆ
の
ou

o寸
寸
卜
◎り

oり

oocu
oo
一
ト
め

ooou
ou
－
〇
一
co

寸

一
ゆ

N卜
Nゆ
ou

o一
ゆ

り

〇

一

〇

oo

寸
一
寸

co
◎り

ou

o寸

o寸
ou

ooら
ゆ

Noり
一

◎ら

ト
ー

co
－

N

一
ゆ

oう

ri

pt
卜

卜
ou

一

一
〇u

oト
リ

Nト
ゆ

aou
り

一
ト
ト

ー

舳

◎

塵

Q

o◎o
o一
嘱
心
の
bρ

口
　の

で
Φ
Φ

oo

ρ
寓
の

く

想

一一@6一



Library　and　lnformation　Science　No．　19　1981

Librariesといった旧誌名からタイトルを現両名に変更

したものは，同じ雑誌として，現両名のもとにまとめて

処理した。

　第3表のCBIの件名のもとに収録された図書の調査

の場合にも，情報学の分野の件名の図書は，図書館学関

係の件名の図書よりも，書評されていたものが少ない傾

向を示していたが，第4表の調査結果においてもJoumal

of　the　Anzerican　Society　for　lnfornzation　Science

（ノ’ASIS），　Aslib　ProceedingS（Aslib），　lnfOPtmation　Pro－

cessing　and　Management（IP　＆　M），　Journal　of　Lz’brary

Automation（ノ：L・4）のような情報学分野の雑誌にのった

書評の数は，College　and　Reseaγch　Libγaγies（CRL），

Library　Quarterly　（LQ），　Library　Journal（LJ），　Library

Association　Record（LAR）などといった代表的な図書

館学関係雑誌にのった書評の数にくらべて非常に少く，

情報学としては比較的多い書評をのせているノbumal　of

Documentation（ノz））の分を加えても，なお書評数の合

計が，CRL，　LQ，　LJ，　LAR，のいずれの各書評数にも及

ばない。

　評価のランクは前述のとおり，③の“良いとも悪いと

も言えない”場合を中心に，①の“絶対に買うべきでな

い”から，⑤“絶対に買うべきだ”までを13段階に分け

ておこなった。書評された図書は，第3表に示したと

おり，この分野で出版された図書の半数以下であり，す

でになんらかの基準で選ばれたものであったが，それで

も，1978年から1980年までの3年間に21件もの“絶対に

買うべきでない”という書評があった。しかし，一③以

下の書評の総計は190で，書評総数1，771件中の10．7％で

あった。これに“良いとも悪いともいえない”の218件

（12．3％）を加えても，408件（23．0％）であり，残りの

1，363件（77．0％）は多かれ少かれ薦めている書評であ

った。そして，536件（30．3％）もの書評は④の“購入し

たほうがよい”のランクに属する書評であり，233件

（13．2％）が“highly　recommend，”“strongly　recom－

mend，”　“very　readable，”　“recommend　the　purchase，”

“most　useful”などの強い表現で締めくくられている

“是非買うべきだ”のランクに属する書評であった。

　これら1，771件の書評の対象となった図書は1，183冊

で，その書評の特定の図書への集中の度合いは次のとお

りである。

　　9件の書評があったもの・…………・……・…1冊

　　7件　　　　〃　　　……・…・………・…2冊

　　6件　　　〃　　　・・………………・…4冊

5件の書’評があったもの・……・…………・…11冊

4件

3件

2件

1件

／！

11

11

！1

……・…………・・… R0冊

…………・・……・ P10冊

…・……・………・ P94冊

…・………・……・ W31冊

　前述のように1冊平均約1．5件の書評がおこなわれた

ことになるため，2件以上の書評のあるものはすべて平

均以上に書評が集中したものであるといえる。2件以

上書評のあった図書の総数は352冊で，書評件数940件

（53．1％）であった。

　はじめにたてた仮説（1）の“特に注目を集めている図書，

即ち主要なものとなり得る可能性の大きい図書は，多数

の主要専門雑誌において書評として取り上げられている

であろう”という考えに基づき，4件以上の書評で取り

上げられている48冊（1，183冊中の4．1％）の図書を書評数

の多い順にリストし，それぞれの図書に対する書評222

件（1，771件中12．5％）の掲載誌名，掲載；年，評価のラン

クを示めしたものが第5表である。

　第5表の結果から，F．　W．　LancasterのToward　Pa－

Perless　Infoγmation　Systems（1978）が，この調査にお

いては最も注目を集めた図書であり，12誌中9誌に書評

でとり上げられていることが判明した。続いて同じく，

F．W．　LancasterのTlze　Measurement　and　Evaluation

of　Libra7・y　Services（1977）とMurray　S・Martin著の

Budgetary　Contγol　in∠Academic　E加α7∫θsが共に7誌

で次にあげられている。

　これら48冊は，平均1．5件の書評件数をはるかに上回

る4件以上の書評のあったものぽかりで，調査対象図書

1，183冊中の4．06％のとくに注目を集めて書評に選ばれ

たものである。したがって仮説（1）が正しければ，すべて

評価の高いものでなければならない。

　中央の③の“良くも悪くもない”を0点として，評価ラ

ンクの13段階に次のような点を与える。すなわち，①…一6

点，①一…一5点，一②…一4点，②…一3点，②一…一2点，一③

…一P点，③…0点，③一…1点，一④…2点，④…3点，

④一…4点，一⑤…5点，⑤…6点，とし，リスト中の各図

書の書評を採点する。各図書の書評の合計点とこれを書

評件数で割った点とを示したのが書評の評価ランクの右

に示された数である。例えば，書評件数6のグル・一プの

最初の，Eugene　Garfieldの書いたEssays　of　an　ln－

formαtion　Scienlists（1977）には3．67／22という数字が

示してあるが，これは評価点の合計が22で，3．67はそれ

を書評件数で割った商（平均書評点）である。③以上の

一一　7一
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第5表　書評件数順図書リスト（4件以上），および各図書に対する書評掲：載壮士と評価のランク

　　　　　注：書評掲載号数の下にARBA，　Bowleer・Annal，14L等への収録の有無を示す。

書評掲載誌数

　　　9

ARBA’80
JAL　6（1）’80

　　　6　（2）　’80

　　　7

ARBA　’80
Bowker　’80
　　11　’79
　　i／　’78

　　tt　’77
JAL　6（2）’80

　　　7

Bowker　’80
　　11　’79
　　i／　’78
JAL　6（2））80

　”　6（4）’80

6

　A6
JAL　6（2）　）80

　　6（3）　’80

　　　6

Bowker　’80

　11　）79
　iz　’78

6

　As
JAL　6（4）　，80

書名および書評掲載艦名と書評のランク
Lancaster，　F．　W．　Toward　paperless　informaiion　systems．　New　York，　Academic　Press，　1978．

　（Library　and　lnformation　Science　Series）

IP＆M　16（6）：1980　＠

S　L　71（5）：1980　＠
S　L　71（2）：1980　（3D）

BMLA　67（4）：1979　＠
CRL　40（1）：1979　＠

J　D　35（3）：1979＠
LAR　81（7）：1979＠
L　Q　49（3）：1979　（S）
UNESCO　J　1（2）：1979　＠一一

3．44／31

Lancaster，　F．　W．　The　measurement　and　evaluation　of　library　services．　Washington，　D．　C．：

　Inform‘attion　Resource　Press，　1977．

　　　　LQ　49（1）：1979＠　JLA　11（2）：1978＠
　　　　BMLA　66（2）：1978＠　L　S　103（2）：1978＠
　　　　CRL　39（1）：1978＠　SL　69（4）：1978一＠　4．57／32
　　　　1P＆M　14（1）：1978　＠

Martin，　Murray　S．　Bndgetary　cont701　in　academic　libraries．　Greenwich，　Conn．，　JAI　Press，

　1978．　（Foundations　in　Library　and　lnformation　Series，　no．　5）

　　　　LAR　82（4）：1980＠一一　L　Q　49（2）：1979＠
　　　　CRL　40（4）：1979＠　SL　70（7）：1979＠
　　　　J　D　35（3）：1979＠　L　J　103（18）：1978＠　5．43／38
　　　　LAR　81（5）：1979　＠一

Garfield，　Eugene．　Essays　6ゾαn　infor〃zation　scienlists。　vo1．1：1962～1973，　vol．2：1974～

　1976．　Philadelphia，　ISI　Press，　1977．

　　　　BMLA　67（4）：1979＠　IP＆M　14（2）：1978　＠一
　　　　Aslib　30（4）：1978＠　J　D　34（4）：1978一＠　3．67／22
　　　　CRL　39（2）：1978＠　JLA　11（1）：1978＠一
Gore，　Daniel．　To　lenow　a　library：　essays　and　annual　rePorts，　1970t－v　1976．　Westport，　Conn．，

　Greenwood　Press，　1978．　（New　Direction　in　Librarianship，　no．　1）

　　　　Aslib　31（5）：1979＠一　L　Q　49（2）：1979＠
　　　　LAR　81（3）；1979＠　CRL　39（6）：1978＠　1．17／7
　　　　：L J104（17）二1979③　　LJ　103（17）：1978④
Harvey，　John　F．　ComParative　and　international　libarry　science．　Metuchen，　N．　J．，　Scare－

　crow　Press，　1977．

　　　　IP＆M　15（2）：1979＠一　J　D　34（3）：1978＠
　　　　Aslib　30（12）：1978＠　L　J　103（4）：1978＠　2．33／14
　　　　CRL　39（1）：1978＠　LQ　48（3）：1978＠一
Wilson，　Patrick．　Public　lenowledge，　private　ignorance：　toward　a　library　and　information

　policy．　Westport，　Conn．，　Greenwood　Press，　1977．　（Contributions　in　Librarianship　and

　Information　Science，　no．　10）

　　　　IP＆M15（4）：1979＠　LJ　103（5）：1978＠一
　　　　CRL　39（1）：1978＠　LQ　48（4）：1978＠　3．17／19
　　　　JASIS　29（3）：1978＠　S　L　69（4）：1978＠
Borko，　Harold　and　Bernier，　Charles．　lndexing　concepts　and　methods．　New　York，　Acade－

　mic　Press，　1978．

　　　　JASIS　31（2）：1980　＠　IP＆M　”15（6）：1979　＠
　　　　L　Q　50（2）：1980＠　L　J　104（8）：1979　（1）一　O．17／1
　　　　CRL　40（3）：1979　＠

一一　8　一一



書評掲載誌数

　　　　5

ARBA　’80
Bowker　’80
　　il　’79
JAL　6（2）　，80

　ii　6（3）’80

　i／　6（4）’80

　／／　6（6）’80

　　　　5

JAL　6（2）　’80

　ii　6（5）’80

　11　6（6）’80

5

　　　　5

Bowker　’80

　　ii　’79

　　／／　’78

5

A　5

A　5

　As
JAL　6（1）　，80

　”　6（5）’80

　　　　A　s

　　Bowker　’80

N　ii　’ V9
　　JAL　6（2）　，80
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書名および書評掲：載誌名と書評のランク
Cohen，　Aaron　and　Cohen，　Elaine．　Destgning　and　sPace　Planning　for　libraries：a　behavioral

guicle．　New　York，　N．　Y．，　R．　R．　Bowker，

　　　　　CRL　41（2）：1980　＠

　　　　　LAR　82（7）：1980　＠
　　　　　L　J　105（3）：1980　＠一一

Davis，　Charles　H．　and　Rush，

　Greenwood　Press，　1979．

C　RL

LAR
L　　J

Foskett，　A．　C．

1979．

L　　Q　　　50（3）二1980④一

S　L　71（7）：1980＠　4．00／20

James　E．　Guide　to　information　science．　Westport，　Conn．，

41（4）：1980　＠

82（11）：1980　＠

le5（1）：1980　＠

The　s吻θo’aP妙roach　l’o

s
s
L
L

71（8）：1980　＠一一

71（9）：1980　＠一一 3．40／17

information．　3　d．　ed．　London，　Clive　Bingley；

　Hamden，　Conn．，　Linnet　Books，　1977．

　　　　　　L　Q　49（1）：1979＠　LAR　80（6）：1978一＠
　　　　　　CRL　39（4）：1978　＠一　L　J　103（12）：1978＠　4．80／24
　　　　　　JASIS　29（6）：1978　＠

Grieder，　Ted．∠4cquisitions’zvhere，　what，　and加〃一a　gui4e　to　orientation　and　pγocedure／br

students　in　lz’brariahship，　libuatrians，　and　academic　faculty．　Westport，　Conn．，　Greenwood

　Press，　1978．　（Contributions　in　Librarianship　and　lnformation　Science，　no．　22）

　　　　　　LAR　81（3）：1979＠　CRL　39（5）：1978＠一
　　　　　　L　J　104（17）：1979一＠　L　J　103（17）：1978＠　4．20／21
　　　　　　L　Q　49（2）：1979　＠

Hyman，　Richard　J．　From　Cutler　to　IVIARC：　access　to　the　unit　record．　Flushing，　N．　Y．，

　Queens　College，　1977．　（Queens　College　Studies　in　Librarianship，　no．　1）

　　　　　　CRL　40（2）：1979＠　LAR　80（2）：1978＠
　　　　　　Aslib　30（4）：1978＠　L　Q　48（3）：1978＠　3．00／15
　　　　　　1P＆M　14（6）：1978　＠

Lancaster，　F．　W．　and　Cleverdon，　C．　W．，　eds．　Evaluation　and　scientiLfic　management　of

　libraries　and　information　centres．　Leyden，　Noordhoff，　1977．　（NATO　Advanced　Study

　Institute　Series．　Series　E．　Applied　Science．　no．　18）

　　　　　　CRL　39（1）：1978　＠一　L　Q　48（3）：1978＠
　　　　　　JASIS　29（5）：1978＠一　S　L　69（2）：1978＠　1．00／5
　　　　　　L　J　103（1）：1978　＠

Manger，　Bruce　M．　The　abstract　journal，　1790－1920：　origin，　develoPment　and　diffusion．

Metuchen，　N．　J．，　Scarecrow　Press，

　　　　L　Q　49（4）：1979　＠一

　　　　BMLA　66（3）：1978一＠
　　　　JASIS　29（4）：1978　＠

1977．

J

J
D　34（4）：1978＠
L　103（10）：1978一＠　2．20／11

Marulli，　Luciana．　Docu・mentation　Of　the　United　Nation’s　system：　co．oridination勿its励lio．

graPhic　control．　Metuchen，　N．　J．，　Scarecrow　Press，　1979．

　　　　　　CRL　41（4）：1980　＠一　L　Q　50（4）：1980　＠一
　　　　　　J　D　36（3）：1980＠　UNESCO　J　11（4）：1980＠　1．60／8
　　　　　　LAR　82（11）：1980　＠

Rowley，　J．　E．　and　Turner，　C．　M．　D．　The　dissemination　of　informatim．　Boulden，　Co．，

Westview　Press，　1978．

　　　　　　JASIS　31（5）：1980一＠　J　D　34（4）：1978一＠
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書評掲載誌数

　　5
Bowker　’80

JAL　6（1）’80

　A4
Bowker　’80

　11　’79
JAL　6（6）　，80

　A4
　A
Bowker　’80

　11　’79
JAL　6（1）　’80

！i　6（2）’80

A4A

A4

4

4

　A4
　A
Bowker　’80

　11　’79
　！／　’78

　　4
ARBA　’80
Bowker　’80’

　ll　’79
JAL　6（1）　’80

i／　6（3））80

11　6（4）’80

　A4ARBA　’80
Bowker　’80
　／！　’79
JAL　6（1）　）80

最近の英米の図書館・情報学関係主要図書の書評による調査

書名および書評掲載誌名と書評のランク
　　　L　Q　50（1）：1980一＠　LAR　80（11）：1978一＠　2．20／11
　　　CRL　40（3）：1979　＠

Saffady，　William．　A／licrogroplzic．　Littleton，　Colo．；　Libraries　Unlimited，　1978．　（Library

　Science　Text　Series）

　　　JLA　12（1）：1979＠　’L　J　103（20）：1978　（5）
　　　LAR　81（2）：1979＠　S　L　69（11）：1978　＠一　5．60／28
　　　CRL　39（6）：1978　＠

Bahr，　Alice　Harrison．　Book　tkeft　and　library　secu・rity　system，　1978－79．　White　Plains，　N．

　Y．，　Knowledge　lndustry　Publications，　1978．

　　　JLA　12（1）：1979＠　CRL　39（5）：1978＠一
　　　L　Q　49（2）：1979＠　L　J　103（15）：1978　（D　O．80／4
Bahr，　Alice　Harrison．　Microforms：　tlze　librarian’s　vew，　1978－79．　White　Plains，　N．　Y．，

　Knowledge　lndustry　Publications，　1978．

　　　L　Q　50（1）：1980一＠　CRL　40（2）：1979＠
　　　BMLA　67（2）：1979　（D　IP＆M　15（5）：1979　（g）　一〇．80／一4

Bakewell，　K．　G．　B．　Classification　and　indexing　Practice．　London，　Clive　Bingley；　Hamden，

　Conn．，　Linnet　Books，　1978．

　　　L　Q　49（4）：1979＠　CRL　39（5）：1978一＠
　　　S　L　70（1）：1979＠　L　J　103（20）：19780　一〇．20／一1

Beaudiquez，　Marcelle．　Bibliogrophical　services　throuocrhout　the　world，　1970－74．　Unesco；

　dist．　by　Unipub．，　1977．

　　　Aslib　30（12）：1978＠　L　A　R　80（9）：1978＠一
　　　JASIS　29（6）：1978一＠　L　J　103（20）：1978＠　1．80／9

Bolt6，　Charles　G．　Libraries　and　lhe　arts　and　humanities．　Syracuse，　N．　Y．，　Gaylord　Bros．，．

　1977．　（Gaylord　Professional　Publications）

　　　L　J　104（17）：1979　＠一　CRL　39（4）：1978　＠一
　　　L　Q　49（1）：1979＠　L　J　103（17）：1978＠　4．25／17

Bonn，　George　S．　and　Faibisoff，　Sylvia，　ed．　Changing　times，　changing　libraries．　Urbana－

　Champaign，　University　of　lllinois　Graduate　School　of　Library　Science，　1978．

　　　L　Q　49（2）：1979　＠一　LAR　80（9）：1978＠
　　　CRL　39（6）：1978　＠一　L　J　103（16）：1978　＠一　3．75／15

Boyle，　Deirdre，　ed．　ExPanding　media．　Phoenix，　Ariz．，　Oryx　Press，　1977．　（A　Neal－Schuman

　Professional　Book）

　　　CRL　39（6）：1978一＠　L　J　103（9）：1978一＠
　　　LAR　80（4）：1978＠一　L　Q　48（3）：1978一＠　O．25／1

Breivik，　Patricia　Senn　and　Gibson，　E．　Burr，　eds．　Funding　alteTnalives　for　libraries．　Chi－

　cago，　American　Library　Association，　1979．

　　　t．Q．　，5＆（2）5））1・1，998．＠d　｛L　lili　li　glElll　l　i，g；g一［i’B　，．，，，，，

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（書評者は別人）

Chen，　Ching－Chih，　ed．　Quantitative　measurement　and　dynamic　library　service．　Phoenix，

　Ariz．，　Oryx　Press，　1979．

　　　S　L　71（7）：1980　＠一　CRL　40（6）：1979＠
　　　BMLA　67（4）：1979　＠一　L　J　lo4（19）：1979　2．00／8
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書評掲載忌数

／i　6（5）’80

ii　6（6）’80

　A　4
Bowker　’80

　　ii　’79

A4

　　　　4

ARBA　’80
JAL　6（3）　’80

　ii　6（4）’80

　ii　6（6）’80

　　A4
Bowker　’80

　　　i／　’79

　　　ii　’78

　　　　4．

Bowker　’79

　　／i　J78

　　　　4

JAL　6（5）　’80

　　　　4

Bowker　’80
　　ii　’79
　　ii　’78
　　　u　’77

　　　　4

ARBA　’80
Bowker　’80
　　u　’79
　　　u　’78

　　　　4

JAL　6（5）　’80

　A　4
JAL　6（2）　’80

　ii　6（4）’80
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書名および書評掲載誌名と書評のランク

Cook，　Michael．∠4γo伽θs　administration’a　manualプ「or　inte「nzediateαnd　smα”e「o㎎’αフz忽一

　tions　and　for　local　government．　Dawson，　Cannon　House，　Folkestone，　Kent，　England，　1977．

　　　　　　　J　D　35（1）：1979＠　LAR　80（4）：1978＠
　　　　　　　UNESCO　J　1（2）：1979＠一　L　J　103（7）：1978＠　1．75／7

Elrod，　J．　McRee．　Modern　library　practices　series．　3　d，　ed．　Metuchen，　N．　J．，　Scarecrow

　　Press，　1978．　5　vol．　no．　1．　Construction　and　adaption　of　the　unit　card；　no．　2．　Filing　in

　　the　public　catalog　and　shelf　list；　no．　3．　Classification；　no．　4．　Choice　of　main　and　added

　　entries；　no．　5，　Choice　of　subject　headings．

　　　　　　　L　J　105（22）：1980＠　L　Q　49（2）：1979一くfD
　　　　　　　IP＆M　15（1）：1979＠一　L　J　103（19）：1978＠　2．25／9

Garfield，　Eugene．　Citation　indexing：　its　tlzeory　ana　aPPIication　in　science，　technolo．cry　and

　　humanities．　New　York，　John　Wiley　and　Sons，　1979．　（Wiley　Series　on　lnformation　Science；

　　Wiley－lnternational　Publication）

　　　　　　　CRL　41（2）：1980＠　JLA　13（4）：1980　（3）
　　　　　　　IP＆M　16（2）：1980＠　L　Q　50（3）：1980一＠　2．75／11
Gorman，　Michael　and　Winkler，　Paul　W．，　ed．　Anglo－American　cataloging　rules．　2　d．　ed．

　　Chicago，　American　Library　Association；　Otawa，　Canadian　Library　Association；　London，

　　Library　Association，　1978．

　　　　　　　CRL　40（3）：1979＠　LAR　81（2）：1979＠
　　　　　　　J　D　35（3）：1979　（D　L　J　104（4）：1979＠　1．50／6
Hamilton，　Beth　A．　and　Ernst，　William　B．，　Jr．，　eds．　Multitype　librαry　o吻erαtion．　New

　　York，　R．　R．　Bowker，　1977．

　　　　　　　L　Q　49（1）：1979＠　LAR　80（4）：1978　＠一一
　　　　　　　CRL　39（2）：1978＠　L　J　103（5）：1978＠　4．00／16
Jefferson，　George　and　Smith－Burmett，　G．　C．　K．，　eds．　Tlze　college　library：　a　collection　of

　　θssの，s．　London，　Clive　Bingley；Hamden，　Conn．，：Linnet　Books，1978．

　　　　　　　CRL　40（1）：1979＠　L　Q　49（4）：1979＠
　　　　　　　LAR　81（3）：1979＠　L　J　103（19）：1978＠
Johnston，　Donald　F．　CoPyright　lzandbook．　New　York，　R．　R．　Bowker，　1978．

　　　　　　L　Q　49（2）：1979＠　CRL　39（5）：1978＠
　　　　　　　Aslib　30（12）：1978　＠一　L　J　lo3（16）：1978＠

4．50／18

3．25／13

Kent，　A．　and　Galvin，　T．　J．，　eds．　The　online　revolution　in　libraries：Proceedings　of　llze　1977

　conference　in　Pittsburgh，　Pennsylvania．　New　York，　Marcel　Dekker，　1978．

　　　　　　J　D　36（3）：1980，＠　L　J　104（3）：1979＠
　　　　　　　CRL　40（4）：1979＠　S　L　70（4）：1979　＠一　3．25／13

Malinconico，　Michael　and　Malinconico，　Pau1．　Theノ協％γθof　the　catalog：　the　library’s　choi．

ces．　White　Plaine，　N．　Y．，　Knowledge　lndustry　Publications，　1979．（Professional　Librarian

　Series）

　　　　　　　CRL　41（4）：1980＠　L　Q　oro（4）：1980＠
　　　　　　　L　JIO5（9）：1980＠　S　L　71（11）：1980＠　3．00／12
Maltby，　Aurthur　and　Gill，　Lindy．　The　case　for　Bliss：　modern　classification　Practice　and

　PrinciPles　in　the　biblogToplzic　classification．　London，　Clive　Bingley；　New　York，　K．　G．

　　Saur，　1979．

　　　　　　　CRL　41（4）：1980＠　LAR　82（4）：1980　＠一
　　　　　　　J　D　36（1）：1980　＠一　L　J　105（8）：1980＠　2．00／8
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書評掲載脚数

4
Bowker　’80

11

／／

1！

4

’79

r78
’77

JAL　6（1）　）80

！ノ

ll

！1

A

6（3）　）80

6（4）　’80

6（5）　’80

4

　　　　4

Bowker　’79

　A4
　A
ARBA　’80

　　　　4

ARBA　）80
Bowker　’80
11 ’79

JAL　6（1）　）80

！1

11

6（2）　’80

6（6）　’80

4

A4

4

Bowker　’80

　　i／　’79

　　！i　）78

　　　　4

JAL　6（2）　）80

　　　　4

ARBA　’80
JAL　6（2）　’80

　ii　6（4）’80

最近の英米の図書館・情報学関係主要図書の書評による調査

書名および書評掲載誌名と書評のランク
Martin，　Susan　K　Library　netwo・rks，　1978－1979．　White　Plains，　N．　Y．，　Knowledge　lndustry

　Publications，　1978．

　　　　　　CRL　40（2）：1979＠　L　Q　49（4）：1979＠
　　　　　　IP＆M　15（5）：1979＠　S　L　70（2）：1979＠　4．50／18
Meadows，　A．　J．，　ed．　The　scientific　journal．　London，　Aslib，　1979．　（Aslib　Reader　Series，

　vol．　2）

　　　　　　CRL　41（6）：1980　＠一　LAR　82（2）：1980一＠
　　　　　　J　D　36（3）：1980　＠一　L　J　104（22）：1979一＠　3．00／12

Moore，　Nick．　Public　library　research；　a　study　of　the　develoPment　and　current　state　of　Public

　library　research　in　Great　Britain．　London，　British　Library，　1978．　（British　Library　Rese－

　arch　＆　Development　Reports，　no．　5419）

　　　　　　L　D　35（2）：1979＠　LAR　80（9）：1978　＠一
　　　　　　LAR　81（1）：1979＠　L　J　103（13）：1978＠　1．75／7
Nader　Myra，　ed．　How　to　start　an　audiovisual　collection．　Metuchen，　N．　J．，　Scarecrow

　Press，　1978．

　　　　　　CRL　40（1）：1979＠　S　L　70（3）：1979＠
　　　　　LAR　81（1）：1978＠　L　J　103（13）：1978＠　3．00／12
Nicholas，　David　and　Ritchie，　Maureen，　Literature　and　bibliometrics．　London，　Clive　Bingley；

　Hamden，　Conn．，　Linnet　Books，　1978．

　　　　　r翻鋼：lll隅一　謙llll欄3｝（同麟15
0sburn，　Charles　B．　Academic　research　and　lib　rary　resources：　changing　Patterns　in　Ameri－

can．　Westport，　Conn．，　Greenwood　Press，　1979．　（New　Directions　in　Librarianship）

　　　　　CRL　41（2）：1980＠　L　J　105（2）：1980＠
　　　　　LAR　82（5）：1980　（El）　L　Q　50（2）：1980　＠一　2．50／10

Poole，　Herbert，　ed．　Academic　lib　ra7’ies　by　the　year　2000：　Essays　honoring　Jerrold　Orne．

　　New　York，　R．　R．　Bowker，　1977．

　　　　　　L　Q　4g（1）：1979　＠　Aslib　30（12）：1978　＠
　　　　　　CRL　39（4）：1978　＠一　L　J　103（10）：1978　＠一　4．25／17
Samuelson，　Kjell，　Borko，　H．，　and　Amey，　G．　X．　lnformation　systems　and　networks：　design

　and　Planning　guidelines　of　informatics　fo　r　managers，　decision　makers　and　system　analy－

　sists．　Amsterdam；　New　York；　Oxford，　North－Holland，　1977．

　　　　　　JASIS　30（4）：1979＠　J　D　34（1）：1978＠
　　　　　　IP＆M　14（1）：1978＠　UNESCO　J　32（1）：1978一＠　2．00／8

Thomison，　Dennis．　A　lzistory　of　the　American　Library　Association，1876－1972．　Chicago，

　American　Library　Association，　1978．

　　　　　　CRL　40（1）：1979＠　L　J　104（5）：1979＠
　　　　　　LAR　81（2）：1979一＠　L　Q　49（4）：1979＠　2．75／11
Townley，　Helen　M．　Systems　analysis　for　information　retrieval，　Bou1der，　Colo．，　Westview

　Press；　London，　Andr6　Deutsch，　1978．　（lnstitute　of　lnformation　Scientists　Monograph

　Series．　A　Graphton　Book）

　　　　　Aslib　31（5）：1979＠　J　D　35（1）：1979＠
　　　　　CRL　40（1）：1979＠　L　J　104（5）：1979＠　3．75／15
Vanghan，　Anthony，　ed．　Stuaies　in　librar．v．　management．　vol．　5．　London，　Clive　Bingley；

　New　York，　K．　G．　Saur，　1979．

　　　　　CRL　41（1）：1980＠　L　Q　50（2）：1980＠
　　　　　L　J105（4）：1980＠　LAR　81（6）：1979＠一　3．25／13
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第6表　3誌に書評された図書のうち，評価が特に良かった（平均4．00以上）図書のリスト

書評掲載誌数

3

　　　　3

Bowker　’78

　　　　3

工程L　6（4）　，80

　　　　3

Bowker　’80
11 ’79

JAL　6（1）　，80

11

1／

ノノ

6（3）　’80

6（4）　’80

6（5）　’80

3

ARBA　’80

Bowker’　’79

JAL　6（5）　’80

　！i　6（6）’80

　　　　3

JAL　6（4）　’80

3

3
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Bowker　’80

　　！i　’79
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ARBA　’80
Bowker　’80

11 ’79

JAL　6（1）　’80
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11

6（2）　’80

6（3）　’80

6（4）　’80

3
JAL　6（2）　’80

11 6（5）　’80

書名および書評掲載誌名と書評のランク
Allen，　T．　J．　Managing　the　flow　of　information：　technology　transfer　and　the　dissemination

　of　technological　information　within　the　R　＆　D　organigation．　The　MIT　Press，　1977．

　　　　　　IP＆M　15（2）：1979＠　S　L　69（8）：1978一＠

　　　　　　CRL　39（2）：1978　＠一　4．00／12
Atherton，　Pauline．　Llandbook　for　information　system　and　services．　Paris，　Unesco，　1977．

　　　　　　L　Q　44（1）：1979　（S）　L　J　103（20）：1978＠

　　　　　　J　D　34（3）：1978＠　4．00／12
Austin，　Derek　and　Verdier，　Veronica，　PRECIS：introduction　and　indexing．　London；Ontario，

School　of　Library　and　lnformation　Science，　University　of　Western　Ontario，　1977．

　　　　　　J　D　36（1）：1980＠　L　Q　49（4）：1979＠

　　　　　　CRL　40（3）：1979＠　4．00／12
Garrison，　Dee．　APostles　of　culture：　the　public　librarian　and　American　society，　1876－1920．

　　New　York，　Free　Press，　1979．

　　　　　　L　Q　50（4）：1980一＠　L　J　le4（12）：1979＠

　　　　　　CRL　40（6）：1979＠　5．67／17

Gore，　Danie1，　Kimbrough，　Joseph，　and　Spyers－Duran，　Peter，　ed，　Requiemノ「or　tlze　card

　catalog：　management　issues　in　autonzated　catalo．g　ing．　（New　Directions　in　Librarianship，

no．　2）　Westport，　Conn．，　Greenwood　Press，　1979．

　　　　　　L　Q　50（3）：1980　＠一　L　J　104（14）：1979一（S）

　　　　　　CRL　40（5）：1979＠　4．00／12
Harrod，　Leonard　Montague，　ed．1厩θκθ7s　o％indexing　：aselection　6ゾarticles　Published勿

　the乃zdexe7’．　New　York，　R．　R．　Bowker，1978．

　　　　　　IP＆M　16（2）：1980一一＠　L　J　104（7）：1979＠

　　　　　　LAR　81（7）：1979　＠一　4．00／12
Houser，　L．　and　Schrader，　Alvin　M．　The　seaγch／brαscientilfic　pγofession：1狛γαηscience

　education　in　the　U．　S．　a7id　Canada．　Metuchen，　N．　J．，　Scarecrow　Press，　1978．

　　　　　　JASIS　31（6）：1980＠　L　J　103（19）：1978＠

　　　　　　CRL　39（5）：1978＠　4．33／13
Jeffries，　John．　A　guide　to　tlze　official　publications　of　tke　European　Communities．　New　York，

　Facts　on　File，　1978．

　　　　　　CRL　40（2）：1979＠・　LAR　80（11）：1978＠一

　　　　　　LQ　49（4）：1979＠　4．33／13
Larsgaard，　Mary．　Map　librarianshiP：　an　introduction．　Littleton，　Colo．，　Libraries　Unlimited，

　　1978．　（Library　Science　Text　Series）

　　　　　　L　J103（19）：1978＠　CRL　40（1）：1979＠

　　　　　　S　L　69（12）：1978＠　5．00／15
Lushington，　Nolan　and　Mills，　Willis　N．　Jr．　Libraries　desi．gned　for　users：a　Planning

　handbook．　Syracuse，　N．　Y．，　Gaylord，　Bros．，　1979．

　　　　　　CRL　41（3）：1980一＠　L　J　104（19）：1979＠

　　　　　　LAR　82（3）：1980＠　5．67／17

McCoy，　Donald　R．　The　natioフzα1αγo肋θ3’∠4merica’s　Ministryのf　1）ocument，

　Chapel－Hill，　University　of　North　Carolina　Press，　1978．

CRL　41（1）：1980　＠
L　J　104（4）：1979　＠

L　Q　49（3）：IE79＠一

1934－1968．

4．33／13

一一@13　一一



最近の英米の図書館・情報学関係主要図書の書評による調査

書評掲載脚数

　　　3
JAL　6（1）　’80

　ii　6（3）’80

　i／　6（4）’80

　／i　6（5）’80

　　　3
ARBA　’80
Bowker　’80

　　u　’79
JAL　6（1）　’80

　／／　6（2））80

　u　6（4）’80
　ii　6（6）’80

　　　3
JAL　6（4）　）80

　ii　6（5）’80

　ii　6（6）’80

　　　3

Bowker　’80

　　u　’79

　　i／　’78

　　　3

Bowker　’80

JAL　6（1）　）80

　ii　6（6）’80

　　　3
JAL　6（4）　）80

3

　　　3

ARBA　’80

Bowker　’80

　　ii　’79

書名および書評掲載誌名と書評のランク
Nakata，　Yuri．　From　press　to　people：　collecting　and　using　U．　S．　government　Publications．

　Chicago，　American　Library　Association，　1979．

　　　　　L　Q　50（2）：1980＠　L　J　104（22）：1979一＠

　　　　　CRL　4e（6）：1979＠　4．67／14
Pollet，　Dorothy　and　Haske11，　Peter　C．，　comp．　and　ed．　Sign　Syslemsノ加libraries’solving

　the　z〃の7finding　pro∂lem．　New　York，　R．　R．　Bowker，1979．

　　　　　L　Q　50（2）：1980一＠　L　J　104（20）：1979　＠一

　　　　　CRL　40（6）：1979＠　4．00／12

Powell，　Judith　W．　and　Lehieuvre，　Robert　B．　People　worle：　communications　dynamics　for

　lib7’arians．　Chicago，　American　Library　Association，　1979．

　　　　　CRL　41（3）：1980＠　L　J　105（11）：1980＠

　　　　　LAR　82（11）：1980＠　4．00／12
Saffady，　William．　Computer－ouiput　microfilm：　its　library　applications．　Chicago，　American

　Library　Association，　1978．

　　　　　CRL　40（1）：1979＠　L　J　103（22）：1978一＠

　　　　　JLA　12（2）：1979＠　4．67／14
So乃01α吻communication’theγePortげtlze　national　enquiry．　Baltimore，　Johns　Hopkins

　University　Press，　1979．

　　　　　L　Q　50（3）：1980＠　L　J　104（18）：1979　＠一

　　　　　CRL　40（6）：1979　（S））　4．33／13
Taylor，　P．　J．　lnformation　guide：　a　sur’vey　of　subject　guides　to　sources　of　information　Pro－

　ducedのlibrary　and　i勿わ7〃zation　sciences　in　the乙乃zited　Kingdo〃z．　London，　British　Libra－

　ry　Research　and　Development　Department，　1978．

　　　　　CRL　40（5）：1979＠　LAR　81
　　　　　JD　35（4）：1979＠　4．33／13
Thompson，　James　A　history　of　the　principles　of　librarianship　London，　Clive　Bingley；

　Hamden，　Conn．，　Linnet　Books，　1977．

　　　　　CRL　39（2）：1978＠　L　Q　48（4）：1978　＠一

　　　　　L　J　103（15）：1978　＠　5．33／16
Wright，　Keith　C．　Library　and　information　science　for　hanaicapped　inaividuals．　Littleton，

　Colo．，　Libraries　Unlimited，　1979．

　　　　　CRL　40（4）：1979＠　S　L　70（9）：1979＠
　　　　　L　J　104（15）：1979　一一＠　5．67／17

書評の評価の多い図書は，当然合計点が高くなる。すな

わち，注目され，書評となる度合と，その書評の個々の

評価とを加味した点数といえる。

　ところで，1，771件の書評の総得点は4，101点で，1書評

平均2．32点，すなわち一④と④の間で一④寄りの点である。

　この評点を調べてみると，書評集中度の高い，すなわ

ち出版時に注目をひいた48冊の図書の中には，1書評平

均の2．32点に達しない平均書評点を持つもの（表中▲印

のあるもの）が19冊（40．0％）も存在することが判明し

た。しかも，その中には書評掲載誌面6のDaniel　Gore

著のTo　KnOW　a　Libγary’　Essのys　and　Annual　Repo7ts，

1970－1976（1978）とか，書評掲載誌数5のHarold

BorkoとCharles　Bernier共著のlndexing　Concepts

and　Methods（1978），　F．　W．　LancasterとW．　C．　Cle・

verdonが共同で編纂；したEvaluαtionαnd　ScientifZc

Management　of　Libraries　and　lnformation　Centres

（1977）など著名な著者や編者による図書も含まれてい

る。　さらに，Alice　Harrison　BahrのMicroforms：

一　14　一



Library　and　lnformation　Science　No．　19　1981

the　Librarian’s　View，1978－79（1978）などのように，

総評価点数すらこの1書評平均の2．32点に達しなかった

図書が4冊（8．3％）も含まれていた。

　以上の事実から明らかなように，第1の仮説はよいと

して，第2の仮説はそのままでは通用せず，注目を集め

た図書は平均よりも良い図書の数が多いが，なお多くの

評価の悪い図書を含んでいる。すなわち，第5表のリス

トの中の，会陰のついている図書（翻の総謙がマイ

ナス）と，▲印のついた図書がこれである。

　一・方，3誌に書評ののった図書の中で，特に評価の良か

った図書（平均書評評価値4．00点以上のもの）は，それな

りに注目された図書であり，かつ平均して評価も高かっ

たことから，選択図書リストに加えてしかるべきものと

思われるので，第5表の追加として，この条件の図書の

リスト第6表をつくった。調査対象図書全体の平均が，

1．5件の書評数なので，2誌に書評ののった図書も，平

均以上に注目を集めた図書であるといえるわけである

が，2誌のみである場合には，両誌の評価が高い場合で

も，偶然である危険が高いため，2誌の場合は除外し

た。その結果，3誌に書評された110冊の図書の中から

19冊が条件を満たすものとして選ばれた。これを第5表

の48冊に加えると，合計67冊となった。

　なお書評の数を調査するにあたって，1980年度の雑誌

のみでもSPecial　Librariesに2回，　College＆Rese－

arch　Librariesに1回，　Library　Association　Record

に1回，同じ雑誌に，異なる書評者による同一図書の書

評がのったり，同じ書評者による全く同一の書評が2度

のったりした例が見られた。また，1978～1979年には

Library・4ssociation　Recoγdがまったく同じ書評を2

回のせていた。しかし，これらは例外的なケーースであっ

たので，集計に際しては，一応別の書評としてそれぞれ

を数に加えた。

　調査の結果，得られた第5表および第6表の図書の出

版年は，4誌以上に書評ののった第5表の図書で1979年

出版のものが12冊，1978年が22冊，1977年が14冊となり，

その中で評価の比較的低かった図書は，1979年出版が3

冊，1978年が10冊，1977年が6冊の19冊であった。追加

した第6表の図書は，1979年出版が8冊，1978年が8冊，

1977年が3冊の19冊であるが，これらはすべて，とくに

評価の高かった図書である。以上の出版年の傾向からみ

てもわかるとおり，1冊の図書について書評が大体出つ

くすまでには4年はかかり，第6表の3誌のみに書評の

のった評価の高かった図書は，まだまだ1981年の雑誌に

書評がのる可能性が高い。

　第5表および第6表にリストされた67冊（第5表より
▲印または切離のある評価鴻功的低かったものを除く

と48冊）の図書が果して一般にすぐれているとされる図

書かどうかを検討するために，これら2表を，次の3種

類の選択図書リスト（または書評集）と比較した。すな

わち，

　（1）The　Bowker　Annual　of　Library　6｝　Book　Trade

　　Znformation，　26th　ed．　1980，　25　th　ed．　1979，　24th

　　ed．1978，23rd　ed．1977，の各巻の“Librarian’s

　　Bookshelf”にリストされた図書。

　＠American　Reference　Books　Annual　1980，　vol．　11，

　　Littleton，　Colorado，　Libraries　Unlimited，　1980

　　（ARBA）の“2．　Library　Science”に集められて

　　いる書評。

　＠／ournal　of　Academic　Librarianship，　vol．　6，　1980．

　　（JAL）の各号の“JAL　Guide　to　New　Books　and

　　Book　Reviews”に集められている書評。

　①のBowleer　Annualの“Librarian’s　Bookshelf”

は，図書館員個人の，または図書館の中での，図書館・

情報学関係の図書の購入や読書のガイドを目的とした選

択図書リストである。1980年版では230冊の図書がリス

トされており，1979年版では248冊，1978年版では197冊，

1977年版では178冊となっている。リスト中の図書は核

となる基本的な図書と，一定期間のみ興味の対象となる

図書の2種類：が混っているため，毎年のリストには，重

複する図書もかなり多くみられる。

　第5表，第6表の図書で，Bowleer　Annualのこの4

年間のリストにのった図書の数は，それぞれ20冊（41．7

％）と10冊（52．6％）で，リストされた回数はそれぞれ

54回と16回であった。合計で67冊中30冊（44．8％）の図

書がリストされていた。

　②のARB・4は，米国において毎年，その前年の1月

から12月までに出版されたレファレンス図書の書評をの

せており，図書館・情報学に関しては，レファレンス図

書のみでなく，一般の図書の書評をも選択的に収録して

いる。1980年の11巻にはこの分野の図書160冊が収録さ

れているが，第5表と第6表ではそれぞれ10冊（20．8％）

と4冊（21．1％）がこの書評集にのった図書であった。

両者に共通の図書が比較的少ないのは，1979年出版の図

書をあつかうARBAの1980年版のを使用したためで，

該当する図書は前述のごとく，第5表で12冊，第6表で

8冊であるため，第5，6表にリストされている1979年
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出版の図書はそれぞれ83．3％と50％のものがARBAに

収録されていたことになる。

　なお，ARBAの書評は，　Boolelist，　Choice，　College

and　Research　Libraries，　lournal　of　Academic　Librari－

anship，　Library　Journal，　RQ，　School　Library　Joumal，

Wilson　Library　Bulletinの8誌にのった図書に対する

ものであり，今回の調査対象12誌のうち，わずかにLJ

と，CRLの2誌のみが共通の情報源である。

　③の“JAL　Guide　to　New　Books　and　Book　ReviewsJG

は年間800以上の図書館情報学関係と教育関係の図書の

書評（ただし重複も多い）を，“1ibrarianship”，“inter－

national　librarianship，”　“library　history，”　“children’s

librarianship”　“academic　librarianship”　“informa－

tio；n　science”など22の主題別に収録している。それら

の書評は，一部がノ：A乙の編集部で書かれたものである

が，大部分はCanadian　Library　Journal，ノ協γ紹10f

Documentation，　Library　Association　Recora，　Library

Research，　School　Media　Quarterly，ノburnal　Of　Higher

Educationなど約40種（1980年は38種）の関連専門雑誌

にのったものから選択している。これらの雑誌のうち，

本調査に使用された雑誌と共通のものは，BMLA，　CRL，

JD，　JL　4，　LAR，　LJ，　LQ，　Sしなどの8誌である。

　第5表および第6表に収録された図書のうちで，JAL

のguideに紹介された図書は，第5表の48冊中23冊

（47．9％），第6表の19冊中11冊（57．9％）であった。こ

こで，第5表と第6表から主としてどのような主題の図

書が欠けているかという傾向を把握するため，JAL，　vo1．

6，1980に収録されている書評と本調査で使用した書評と

を検討した結果，“higher　education”と“school　li－

braries”の主題の書評は，本調査の1，771件中に1件も

含まれておらず，“children’s　librarianship，”“non

print　media，”“personnel”などの項目のもとの書評

もあまりないことがわかった。“higher　education”は

本調査の対象主題範囲外であるし，“personne1”も直

接関係する主題でないので問題はないとしても，本調査

の12誌では“school　libraries，”“children’s　librari－

anship，”“nonprint　media”などの面が大きく欠落し

てしまうのは今後注意しなけれぽならない点である。

　さて，Bowleer　Annual，　ARBA，ノ：AL　Guideの3つ

のリストを使用して，第5表と第6表を検討した結果，第

5表の48冊中34冊（70．8％），第6表の19冊中15冊（78．9％）

がこれら三つのリストのどれかにのっていることが判明

した。

　また，それ以外の図書も，ほとんどがノ：Aしの1979年

版か1978年前の14L　Guide，　ARBAの1979年版または

1978年切に収録されていることが判明した。

　この事実から，第5表と第6表にリストされた図書は

確かに，とくに注目を集めている図書であり，将来基本

的な，図書館・情報学分野の文献の中核となる図書を含

んでいる可能性の高いものであるといえよう。

　ただここで書評の評価が比較的低かったため，▲印ま
たは念印をつけ，第5表から除くことも考えた19冊の図

書のうち12冊（63．1％）はARBA，　Bowleer　Annualま

たはノ：AL　Guideのいずれか一つ，またはそれ以上のも

のに収録されていた。たとえば，Ching－Chih　Chen編

のQuantitative　Measurement　and　Dγnanzic　Libγary

serviceなどは，評価点の合計は8点あったが平均は2．00

となり，すべての図書の平均的評価点2．32点より低いた

め▲印がついているが，上記3つのリストのいずれにも

収録されていた。これらの結果から，第5表での書評の

評価が低かったからという理由のみで，これらの図書を

リストからはずすのは早計であることが判明した。

　すなわち，仮説の第1の“特に注目を集めている図書，

すなわち主要なものとなり得る可能性の大きい図書は，

多数の主要専門雑誌において書評として取り上げられて

いるであろう”ということは，ほぼ正しいといえよう。

　しかし，仮説の第2の“そのような図書に対する評価

は一般的に言って高いであろう”は，第5表においては

平均こそ2．68点と全図書の平均書評点数2．32点をわずか

に上回っているが，48冊中19冊もがこの2．32点を下回っ

ているので，大体の傾向としては仮説が正しかったとい

えようが，期待したほどの結果にはならず，注目を集め

ている図書の中にも実際に平均点数は低いものも存在す

ることがわかった。

　3番目の“評判の良い出版社は，質の高い図書を比較

的多く出版するため，書評の集中する図書には，一定の

出版社のものが多いであろう”という仮説を検討するた

めに，調査対象となった全図書のうち1980年の雑誌に書

評ののった442冊の出版社と，第5表および第6表の図

書67冊の出版社を調べた。これは内容が不明の図書の質

的な良否のおおよそを検討するのに著者の名声ととも

に，出版社の名声などが参考にされるという一般的な事

実に基づいた仮説の検討である。

　P・G・SchumanとA．　Pedolsky9）は図書館・情報学

の図書の主要な出版社の活動を紹介しているが，その

中でABC・Clio，　ALA，　R．　R．　Bowker，　Clive　Bingley，
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Gaylord　Professional　Publications，　Greenwood　Press，

L．J．　Special　Reports，　Libraries　Unlimited，　Neal　Schu－

man　Publishers，　Dryx　Press，　Pierian　Press，　K．　G．

Saur，　Scarecrow，　Shoestring，　John　Wiley，　H．　W．

Wilsonの16社の名前をあげている。ところで調査対

象図書1，183冊のうち1980年の雑誌に書評ののった442冊

（570件）を調べてみると，計198社の出版社から出版（平

均2．23冊）されていることがわかった。このうちL・J・

Special　Reportsは1冊のみ，　ABC・Clioは2冊のみ，

H．W．　WilsonとShoestringは3冊，　Gaylord　Pro－

fessional　Publicationsは4冊，　Nea1－Schuman　Publi－

shersとOryx　Pressは6冊ずつ，　John　Wileyは9

冊と，いずれも10冊以内の出版物を出版しているのみで

あったが，その一方，Clive　Bingleyの39冊，　Scare－

crowの35冊，　K．　G．　Saurの33冊，　ALAの30冊，　Green－

woodの22冊，　R．　R．　Bowkerの18冊，　Libraries　Un－

1imitedの14冊と10冊以上の図書を出版している出版

社も存在する。そしてSchumanとPedolskyがあげ

ていなかった出版社の中にも，Knowledge　Industry

Publicationsの17冊，　Library　Associationの16冊，

British　Libraryの15冊，　Aslibの14冊，　Academic

PressとUniversity　of　Illinoisの11冊等の図書が含

まれており，その他にもMarcel　Dekkerの8冊，　Lin－

net　Gale　Researchの6冊なども存在する。これらの

出版社も図書館・情報学の分野で活発に出版活動をおこ

なっていることが明らかである。

　第5表および第6表のいずれかに収録された図書の出

版社としては，Greenwood　Press，　Scarecrow，　Clive

Bingley，　R．　R．　Bowker，　ALAの5社それぞれ6冊が一

番多いところで，それにLinnetの4冊，：Libraries　Un－

1imitedの3冊，　Oryx　Press，　Westview，　British　Li－

braryなどの各2冊が続いている。なお，　Aslib，　Aca－

demic　Press，　Gaylord，　Marcel　Dekker，　University　of

Illinois，　John　Wiley，　K．　G．　Saurなども1冊ずつであ

るが顔を出しているが，残りは三つの大学出版社の他数

社に過ぎない。

　以上のことから，出版社の名声もある程度，“良い図

書”や“注目を集める図書”の選別に参考として使用で

きることは明らかである。

　特定の主題における著者の名声は，出版社の名声同様

に“良い図書”や“注目を集める図書”の選別に役立ち

得るかを第5表および第6表の図書の著者に関して調べ

た結果，両者の合計67冊中，F．　W．　Lancasterのよう

に，編者の場合も入れると1人で3冊もの図書がこれ

らの馬下に含まれているものに続き，2冊の著者はE．

Garfield，　D．　Gore，　A．　H．　Bahr，　W．　Saffadyと4名も

含まれていることから，特定の著者の図書は注目を集め

る傾向がみられたが，その注目を集めた図書の書評は必

ずしも評価ランクが高いとは限らない。

　4番目の仮説，版次の多いものについては，1978年か

ら1980年の3年間に調査対象誌に書評ののった1，183冊

中95冊が2版以上19版までの版を重ねたものであった。

この95冊に対する書評件数は133件で，1冊平均1．4件と

なり，調査対象図書のすべてでは1冊平均1．5件であるこ

とから，わずかながらも平均より低い結果となり，路次

の高い図書は特に注目されて，書評対象として選ばれる

という事実のないことが明らかになった。また，1980年

の雑誌に書評ののった図書442冊のうちの版次が2版以

上だった図書39冊の書評の評価は，19版のDewey　Deci・

mal　Classification　ana　Relative　lnaexの④以外は，11

版のAbridged　Dewey　Decimal　Classification　and　Rela－

tive　lndexの③，6版のCrowley，　Ellen　T．，　ed．　New

acronyms，　initialisms　and　abbreviations（1979）の③一，

Wynar，　Bohdan　A．　lntroduction　to　catalo．cri”g　and

classification（1980）の③，5版の　The　EU：ROMO

M丑）Rbook　relationship　survey（1980）の②，　Library

Association，　Medical　Section．　Booles　and　Periodicals

for　medical　libraries　2πhospitals（1978）の③一などと

即戦の高い図書のいずれもがあまり高くなく，評価点の

平均は2．51とわずかに1，183冊全体の平均2．32点を上回

っているにすぎない。ただ，2版の図書27冊のみについ

て言えば，平均3．11点と明らかに高い点を示している。

ここで版次の高い図書の大部分が分類表や辞書その他の

レファレンス・トゥ・一ルに属し，図書として評価しにく

い種類のもので，良いとも悪いとも評価せずに③となっ

ている一方，2版の図書の多くが通常の図書であること

を考慮すれば，一般の図書で版次を重ねているものは，

書評の評価も高いといえないことはないが，明確ではな

い。したがって，この仮説は成立しないとみるのが妥当

であろう。

　最後の“図書の出版にも，書評としての選択にも，最

近の図書館・情報学分野の動向が反映されているに違い

ないから，コンピュータの利用，ネヅワーク，図書以外

のメディア等の新しい主題に関する図書がより多くなっ

てきている”という仮説を検討するために1980年度の442

冊を，コンピュータの利用，検索，ネットワーク，索引
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第7表1980年号調査対象誌12誌に書評ののった図書442冊の年代別・主題別分類

1980 1979 1978 1977 1976 その他

冊｝％副％冊 ％刷刎副刎副％
情鮮・ドキユ〃テーション1・5113・34・1・7・91・8122・812125・・1・1…1・1…

図書館学と情報学の中間 sl　7・il　igl　s・sl　41　s・il　ol　o．ol　ol　o．ol　ol　o．o

図　書　館　学
so　l　70．sl　lso　l　67．ol　s2　i　6s．sl　s　l　62．si　31100．ol　ls　i　loo．o

その他の主題 iol　s・sl　is1　6・71　s1　6．31　il　o．ol　ol　o．ol　ol　o．o

合 計
ln31ioo．ol　2241ioo．ii　7g　l　ioo．ol　s　l　ioo．ol　31ioo．ol　is　l　ioo．o

作業などを含む“情報学・ドキュメンテーション”と目

録のコソピュ　’一タ化，図書館・情報学共通の問題等を含

む“図書館学と情報学との中間”，目録，レファレンス，

文献解題等の従来の“図書館学”と，教育，社会その他

図書館・情報学の周辺分野の“その他の主題”の4グルー

プに分類して，さらにそれを出版年で分けたのが第7表

である。出版年が1977年，1976年，その他の年のものの

図書の数は1980年，1979年，1978年出版の図書に比べて

極端に少ないので，最後の3年間のみの図書を検討する

と，予想に反して，“情報学・ドキュメンテーション”に

属する図書の率が1978年，79年，80年で最近になるにつ

れて，22．8％から17．9％，13．3％と逆に減っており，反

対に“図書館学”の図書が65．8％から67．0％，70．8％と

増加していることがわかった。

　同様の調査を第5表と第6表のいずれかに収録された

図書に対しておこなったのが第8表である。第5表と第

6表にリストされた図書は，1980年の書評ぽかりで：な

く，1979年，1978年に書評ののった図書も含めた1，183冊

第8表　第5表および第6表に選択された

　　　　図書67冊の年代別・主題別分類

から選ばれているため，1977年出版の図書の数が19冊と，

全図書数67冊中でも28．4％と大きな比率を占めているの

に対して，1980年の図書が1冊も含まれていなかった。

ところでこの表でも“図書館学”の図書の増加こそ，

1977年，1978年，1979年にそれぞれ57．9％，65．5％，

63．2％と不規則な増加の仕方を示したが，“情報学・ドキ

ュメンテーション”の図書は31．6％，27．6％，15．8％

と，第7表と同様の減少を示した。

　この事実は，実際に最近出版されたり，書評になった

りした図書において，“図書館学”の図書が増加し，“情

．報学・ドキュメンテーション”の図書が減少していると

みるよりは，多分，前者のほうが後者よりも出版後に早

く書評され勝ちと見るのが妥当であろう。いずれにして

も，最後の仮説も，少なくともここ3年間においては成

立していないといえよう。

出版年 1979 1978 1977

冊％冊％副％

IV．結　　論

主　題

情報学・ドキュメン
テーション

図書館学と情報学の
　　中　　間

図　書　館　学

合 計

3

4

12

19

15．8

21．1

63．2

100．1

8

2

19

29

27．6

6．　9

65．　5

100．0

6

2

11

19

31．6

10．　5

57．9

100．0

　今回の調査の主な目的は，書評の集計・分析という方

法から，図書館・情報学分野における主要図書を見いだ

すことができるか否かを確かめることにあった。そし

て，あわせて，このような目的の調査の材料としての書

評の性質についても検討をおこなった。

　結果は，数多くの雑誌にのった3年間の書評を基礎に

して検討を加える限りにおいては，注目を集めた図書，

一般的に評価の高かった図書を選びだすことは可能であ

るが，個々の書評家による評価はまったく同’じ図書に対

しても必ずしも同じではなく，ただ一つの書評というも

のが必ずしもその図書の評価を正しくおこなっていると

いう保証は無いということが確認された。

　調査前に立てた5つの仮説の第1が“特に注目を集め

ている図書は，多くの雑誌によって書評として取り上げ

られる”であり，調査結果としての第5表および第6表
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の図書がARBA，　Bowker　annualの“The：Librarian’s

Bookshlf”，∫Aしの‘‘Guide　to　New　Books　and　Book

Reviews”のような選択的な図書のリスト，または書評

集に多く取り上げられていることからも，その妥当性を

認めることができた。

　しかし，第2の仮説の“そのような図書に対する書評

の評価は高い”という点は，第5表の“4誌以上に書評

にのった図書“全体を見れば，使用した13段階の評価採

点法で2．68となり，調査対象図書1，183冊の評価点の平均

の2．32を上回っているので，この仮説もほぼ立証された

といえる。しかし，第5表中の個々の図書については，

D．NicholasとM．　Ritchie共著のLiterature　and

Bibliometrics（1978）のように，四つの書評がされたの

に，その評価が④一，②，②，②で，評価点も一1．25とい

う低いものも存在し，必ずしも仮説に合致していない。

　第3の仮説の“評判の良い出版社は，質の高い図書を

比較的多く出版するため，書評の集中する図書には，一・

定の出版のものが多いであろう”という点では，1980年

の雑誌に書評された調査対象図書442冊の出版社は198社

であって，1社平均2．23冊の図書を出版していた。一方

第5表と第6表の図書の合計67冊は32社（1社平均2．1

冊）と一見特定の出版社への集中がないようにみえたが，

実際はやはり，Greenwood，　Scarecrow，　ALA，　Libra－

ries　Unlimited，　Knowledge　Industry　Publicationsな

どの主要な出版社への集中がみられた。

　4番目の仮説，“版次の高い図書は書評の評価も高い”

は成立せず，わずかに，2版，3版程度の版次のものが，

平均より高い評価点を示していた。ただここで，版次の

もっと高い図書は，ほとんど分類表や辞書等のレファレ

ンス・トゥールが多く，それに対する書評は良いとも悪

いとも書かない傾向が強いために，高い版次の図書の評

価点の平均をさげているのも事実である。

　5番目の仮説，“情報学分野の図書の増加”もやはり成

立しなかった。それどころか現象面からだけいえば，か

えって最近になるほど減る傾向を示していた。これは多

分，図書館関係の図書が出版されてから書評になるまで

が，情報学関係図書のそれよりか早いためではないかと

思われる。

　以上の事実から，一定期間の書評を集めて検討すれ

ば，その時期に出版された図書の中で，どの図書が注目

を集めておるものであるか，また，どの図書が将来準古

典もしくは古典となっていくであろうかということのお

よその判断ができると思われる。
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